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用しているのに対し、 20 代を中心とする若者の間ではことわざの使用度は低い。第 4 章の調査で示し
たように、日本では 20 代から 40 代までは 5 割以上の回答者はことわざをあまり使っていないのモン






































































































ることを「男になる J (3p XyH 60江OX) とも言う。つまり、男 13P XyHJ は一人の男性だけでなく人
































































1. モンゴルのことわざにおける「父親」のイメージに、男性回答者では 4 割以上の人が否定的であ






2. 女性の「噂をする J 特質を表すことわざに男女とも肯定的で、特に男性のほうがそのような意識
は強いことが分かつた。「噂」は女性がするものであることが人々に深く浸透し、現代においても変わ
らないと考える人がほとんどであることが分かった。


































































ざに反映される「男らしさ J I女らしさ J が現代社会においても根強く生き残っている一面を解明する
ことができた。中村桃子(1995) は、(女ことば/男ことば> <人間=男性/女=性の対象物〉という区別
は、女と男というジェンダーの区別に適用されるイデオロギーであり、女と男に適用されるイデオロ
ギーは明らかに性差である」と指摘した。ことわざにおいては、男あるいは女のイデオロギーも当然
性差そのものであり、これらを解明し、指摘することによって現代社会には男女の意識は変わってい
るものの、男女のイデオロギーによる性差は未だに既存していることを解明できたことは本研究にお
いて最も重要な意義であると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、モンゴ、ルと日本において、ことわざの一般的な使用状況と、ことわざに反映している男
女観に対する年齢層別の認知・使用状況と意識に関する差異をジェンダー論及び比較文化論的視点か
ら把握することを主目的としている。
方法論的には、学界の動向を踏まえ、調査のために両国の男女に関することわざの「ミニマム」を
把握するための暫定リストを作成し、それを用いたアンケートによって目的を達成した点が斬新であ
る。年齢層別に結果を整理し、分析することによって、日本とモンゴルにおいて、人々のジェンダ一
意識と、使用される男女に関することわざの選択及び使用頻度の関係及び変化を導こうとしている。
また使用状況調査においても、モンゴ、ルで、は試みられたことがなかった「ことわざ離れ」の実態につい
てのアンケート調査を行って、分析を加えた。
本論文が示した新知見として、まずこの「ことわざ離れ」の実態解明がある。日本においては「ことわ
ざ離れ」の実態が既に調査されたことがあるが、日本よりもはるかに高い頻度でことわざが用いられ、
かつことわざの教育もなされているモンゴルにおいても、若年層の「ことわざ離れ」が進行していると
いう興味深い調査結果が得られており、本論文ではことわざが示す価値観と実感との事離をその原因
として説明している。
一度社会主義を経験したモンゴ、ル社会においても、多くのジェンダーがらみの問題の背景として、
伝統文化に根差す男女観の存在が指摘されている。しかしこの男女観からは、若い世代を中心に、着
実に決別しつつあることが、ことわざに対する意識とそれらの使用状況の分析から、初めて実り出さ
れた。
一方、日本の社会における男女意識の変化が指摘されてから久しいが、ことわざが示す男女観に対
して、男女問、及び年齢別にみると認知・使用において差が出ており、とくに世代聞の差が大きい。
日本語の男女のことわざの使用状況からは、男女平等への志向が見られる一方、男女のことわざに反
映されるイデオロギーとしての「男らしさ J I女らしさ」が、現代社会の男女においても根強く生き残
っている一面も指摘された。
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日本においても、長い文化的伝統に由来することわざは、明らかに性差別的イデオロギーを示して
いる。これらの使用状況を指摘・解明することによって、両国の現代社会において、男女のイデオロ
ギーによる性差別が未だに存在することを、巧妙な方法で新しい角度から解明できたことが本研究の
最も重要な意義であろう。
審査においては、本来時間を経て同じ調査を繰り返した上で初めて通時的変化について確たる結論
を得るべき側面がある問題について、本論文がとった方法論の適用妥当性に関する質疑があった。こ
の点について、本論文の問題設定は適切であり、通時的変化についての推論においても無理な結論を
導いていないことが確認された。また、モンゴルにおいて初めて行われたことわざに関するアンケー
ト調査をもとに、日本とモンゴルにおける男女のことわざについての共通性と差異を明瞭に描いたこ
とが高く評価された。ただし、多岐にわたるアンケートから得られたデータを十分に使いきっていな
いという指摘もあった。この点は、さらなる研究の発展的継続によって十分解消可能であろうと考え
られる。
よって本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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